
加藤登紀子プロデュース・県民参加型コンサート
琵琶湖周航の歌100周年記念・周航する音楽祭

第5回

■主催：公益財団法人びわ湖芸術文化財団、びわ湖音楽祭実行委員会　■後援：滋賀県、滋賀県教育委員会、彦根市、彦根市教育委員会
■滋賀県アートコラボレーション事業 （この事業はびわ湖音楽祭実行委員会と(公財)びわ湖芸術文化財団が協働して実施しています。）
■第73回（令和5年度）彦根市春の文化祭　協賛事業

■お問い合わせ びわ湖音楽祭実行委員会事務局 〒520-0044 大津市京町2丁目4-23
TEL.080-3841-4252（担当：小松）　Mail / 2023info@biwakoshuko100.com

���� 開場/15:00
開演/15:30

ひこね市文化プラザ
グランドホール

［チケット料金］

［チケット販売開始］ ４月１４日（金）
［チケット販売］

［会 場］

一　般／前売4,000円  当日5,000円
青少年（24歳以下） ／前売2,000円  当日2,500円 

（全席指定席） ※未就学児のご入場はご遠慮ください。
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●新型コロナウイルス感染症拡大防止対応措置をとっての開催となりますので、マスクの着用や検温等へのご協力をお願いいたします。
●当日、体調に不安のある方はくれぐれもご無理なさらないようお願いします。　●感染症予防対策をはじめ、やむを得ず出演者・プ
ログラム、当日の対応等に変更が生じる場合があります。ご理解、ご協力をお願いいたします。

〒522-0055 彦根市野瀬町 187-4
TEL.0749-26-8601　FAX. 0749-26-8602

びわ湖音楽祭ストリート
～高校軽音Live × むすびフェス＆マルシェ～

滋賀県出身
ダイアン津田さん
滋賀県出身

ダイアン津田さん
屋外イベント

特別ゲ
スト！

時間／11:00 ～15:00 （ステージライブは、14:30まで）
場所／ ひこね市文化プラザ円形広場

◆ひこね市文化プラザチケットセンター
　☎0749-27-5200 （受付9:00~19:00）
◆びわ湖ホールチケットセンター（現金・窓口販売のみ）
　☎077-523-7136（受付10:00 ～ 19:00）
◆びわ湖芸術文化財団オンラインチケット
　https://biwako-arts.or.jp/rd/
◆平和堂くらしのサービスセンター
　アル・プラザ彦根 ☎0749-24-4196
　アル・プラザ長浜 ☎0749-65-7720
　アル・プラザ近江八幡 ☎0748-31-2906
　ビバシティ平和堂 ☎0749-27-5585



加藤 登紀子 出演者プロフィール
　1965年、東大在学中に第２回日本アマチュアシャンソンコンクー
ルに優勝し歌手デビュー。「ひとり寝の子守唄」「百万本のバラ」「知
床旅情」「琵琶湖周航の歌」などヒット曲がある。N.Y.カーネギーホー
ルで2度のコンサートを成功させたのに続き、'92年にパリのラ・シ
ガール劇場でのコンサートが認められ、フランス政府より芸術文化勲
章「シュバリエ」が贈られた。女優として『居酒屋兆治』（1983年）に
出演。宮崎駿監督のアニメ映画『紅の豚』（1992年）では声優として
の魅力も発揮した。2009年滋賀ふるさと大使就任。
公式ホームページhttp://www.tokiko.com
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　昭和41年設立。50年以上の長きにわたり、彦根市内をはじめ近郊の幼児から高校生ま
での児童・生徒とともに活動しています。
　現在は小中学生を中心に団を構成しており、国内・海外の愛唱曲、合唱曲のほか、演奏
会ではアカペラ曲や合唱ミュージカルにも取り組んでいます。
　演奏活動は年1回(4～5月頃)の定期演奏会を中心に、主に彦根市内にて行っています。

　いなえ少年少女合唱団は、学校週5日制がスタートした1992年、当時の稲枝地区公民
館長様のお声かけにより、子どもたちの地域の受け皿として、また歌を通じて交流を深め、
仲間の輪が広がる文化サークルとして発足しました。現在、彦根市稲枝地区の小中学生を
中心に彦根市内の子どもたち（年長～高校生）が在籍し、活動しています。
レパートリーは合唱曲の他、ミュージカル、ボディパーカッションもあります。
　近年はア・カペラの曲にもチャレンジ中です！合唱を通じて一人一人が自分の個性を伸
ばし認め合う力を、また年齢や学校の枠を超えて、優しい気持ちで仲間とハーモニーを奏
でられるように活動しています。

　湖東ワークショップグループは、打楽器を中心に演奏を行っています。平日は、作業所
などで働いているメンバーたちで、月２回土曜日に集まりナビゲーターの先生を迎えてス
テップアップ21で練習をしています。発足は平成17年で月1回の練習から始まりました。
その年より「糸賀一雄記念賞音楽祭」に出演し、以降、2020年まで16回連続で参加して
います。湖東ワークショップの魅力の一つが打楽器以外にダンスや楽曲同士が物語でつ
ながったユニークな作品など多様なパフォーマンスであり、その根本には、「お客さんにも
一緒に楽しんでもらいたい」という気持ちを持ちながらパフォーマンスをしているところに
あると思います。そんな湖東ワークショップの繊細かつダイナミックな魅力溢れるパ
フォーマンスをお楽しみください。
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　長浜バイオ大学の校歌「悠久の街」は、加藤 登紀子さんの作詞・作曲です。「悠久の街」
とは長浜市のことで、歌詞には大学のみならず市民にも愛唱してほしいとの加藤さんの長
浜市への熱い思いが込められています。
　出演の市民コーラスは、地元地域でそれぞれ活動していますが、長浜バイオ大学の入学
式、卒業式、学園祭などで「悠久の街」を歌唱しています。また、「琵琶湖周航の歌」100 周
年を期して、「長浜音楽祭」、「彦根音楽祭」、高島市での「琵琶湖周航の歌音楽祭合唱コン
クール」、「日本のうたごえ祭典in 京都」などでも披露した経験があります。加藤さんの歌
唱による「悠久の街」のCD が最近完成しました。「第3 回びわこ音楽祭」で初めて、加藤さ
んと市民コーラスとの歌唱が実現しました。

ダイアン津田
　1976年、滋賀県愛荘町生まれ。
1999年NSC大阪校22期生。
　本名、石村篤宏。芸名の津田は、
結婚前の旧姓。
　中学校の同級生、ユースケ（西
澤裕介）とコンビを組む。ダイアン
とは中学校時代の英語教員の名前
から。加藤登紀子さんとは、遠縁の親戚、加藤の曽祖父が守山市の
木浜の出身。2021年愛荘町のふるさと大使に就任した。

指導：三ツ橋美幸、小嶋弥生彦
根
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　仲間と心一つに合奏する楽しさを通して音楽の輪を広げ、地域文化の向上に参画して
いくことを目的に、平成6年4月に結成いたしました。団員は小学生から大学生まで約15
名でバイオリン・ビオラ・チェロ・コントラバスといった弦楽器を演奏する弦楽オーケストラ
です。毎年開催している定期コンサートに向けて月に３～４回の練習を重ねています。また
これまで『びわ湖アートフェスティバル』（びわ湖ホール）全10年間参加、『滋賀県アートコ
ラボレーション事業』（米原市民交流プラザ）Enjoy the classic 3回シリーズに参加する
などの演奏活動をしています。
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　滋賀学園ジャズオーケストラ部は滋賀県で唯一の高校生ジャズバンドです。 もともとは
吹奏楽部を主体に活動してきましたが、2020年に正式にジャズオーケストラ部を発足し、
今では吹奏楽コンクールに加え、ジャズのコンクール「ジャパン　スチューデント ジャズ 
フェスティバル」や各地のジャズフェスティバル、地元地域のコンサートなどに出演させて
いただいております。 　本日は少しでも多くのお客様に「滋賀学園ジャズオーケストラ部」
略して「SJO（エス・ジェイ・オー）」を知って頂けたら幸いです。

●最新CD　ウクライナ支援アルバム『果てなき大地の上に』　
●近著　『百万本のバラ物語』加藤登紀子著（光文社）

ひこね市文化プラザ　〒522-0055　滋賀県彦根市野瀬町187-4
■バスでのご来館
　●JR彦根駅（西口）から、湖国バス 三津屋線 三津屋行き（開出今経由）
　　「文化プラザ口」下車徒歩4分
　●JR南彦根駅（西口）から、湖国バス 県立大学線 県立大学行き「ひこね市文化プラザ」下車
■車でのご来館　名神高速道路 彦根ICより約25分

■お問い合わせ

■会場

びわ湖音楽祭実行委員会事務局
〒520-0044 大津市京町2丁目4-23
TEL.080-3841-4252（担当：小松）
Mail / 2023info@biwakoshuko100.com
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田辺響　山本啓　佐藤健大郎×野田まどか　藤野裕美子　野村誠

2023年
9月18日

×地域　アート　電車× こどもプログラム&ライブパフォーマンス
　　　・アーティスツ・みんぐる2023 　ガチャ・コン 音楽祭vol.3

こどもプログラム会場参加費・入場料 ライブパフォーマンス会場

びわ湖

近江鉄道「高宮駅」滋賀県立文化産業交流会館無料（要予約）
音楽音楽 ダンス 美術 プロジェクトディレクター

プロジェクトコーディネーター｜野田智子（Twelve Inc.）、永尾美久　主催｜公益財団法人びわ湖芸術文化財団、文化・経済フォーラム滋賀
後援｜滋賀県教育委員会、彦根市、彦根市教育委員会、近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 　協力｜近江鉄道株式会社、杉本太鼓商、小野町太鼓踊保存会

2023年
9月18日

月　祝

月　祝

アートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでも
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佐藤健大郎×野田まどか（コンテンポラリーダンサー）
SATO Kentaro × NODA Madoka

藤野裕美子 （美術作家）
FUJINO Yumiko

野村誠  （作曲家）
NOMURA Makoto

山本啓 （ヴァイオリニスト、サウンドアーティスト）
YAMAMOTO Hiraku

問い合わせ先
（公財）びわ湖芸術文化財団 法人本部地域創造部
〒520-0806滋賀県大津市打出浜15-1
滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール内
電　話｜077-523-7146 
メール｜biwako-a-mingle33@biwako-arts.or.jp
H　 P｜https://biwako-mingle.art

申込方法
下記2次元バーコードまたはHP上の申込フォー
ムに必要事項を入力の上送信してください。

＊１回2名までお申込みいただけます。＊定員を超え
るお申し込みがあった場合は抽選により参加者を
決定いたします。

びわ湖・アーティスツ・みんぐる2023
『ガチャ・コン音楽祭   vol.3』

びわ湖・アーティスツ・みんぐる2023 　ガチャ・コン音楽祭vol.3

2023.9.18（
月
・
祝
）

こどもプログラム会場 ライブパフォーマンス会場

近江鉄道「高宮駅」滋賀県立文化産業交流会館

×地域　アート　電車×
びわ湖・アーティスツ・みんぐる『ガチャ・コン音楽祭』は、近江鉄道（ガチャコン）
沿線を舞台にした地域とアートが結びつく音楽イベントです。今年のテーマは
「太鼓」。滋賀在住の気鋭アーティストが地域の太鼓をリサーチして、ダンス、美
術、ヴァイオリン、パーカッションでの新しいパフォーマンスをつくり、高宮駅
でのライブ『ジャンルは越えるよ、どこまでも』で発表します。また、こどもの参
加プログラムとして『アートをあそぶよ、いつまでも』を開催します。

ロームシアター京都、滋賀県立美術館
のPVに出演。現在は大津市比叡平に
家族で在住し、コミュニティ形成の一
環として「比叡平ダンスクラブ」を立ち
上げ、環境に含まれる身体を模索する
ワーク／レッスンをおこなう他に、イ
ベント「GoGo Dance Disco!」の定期
的な開催、また小学校への出前WSを
行う。また同地域のアーティストとつ
くる、霧散型文化祭「WE LIVE HERE 
PROJECT」を遂行中。

打楽器奏者としてこれまでに様々なバ
ンドやプロジェクトに参加。2017年よ
り世界の楽器を取扱う店"RAGAM（ラー
ガム）"を運営。世界各国の楽器や音楽文
化を紹介する講演やワークショップな
ども各地で行う。

各地に残る空家や過疎の地域などの取
材をもとに作品制作を行う。家に残さ
れた家財道具や日用品、繁茂する植物
を継ぎ接ぎするように構成し日本画材
で描く。建築や鑑賞者と絵画の関係を
結ぶように展示空間を展開する。2021
年滋賀県次世代文化賞受賞。共同アト
リエSoil（東近江市）を拠点に活動。

演劇、ダンス、美術、飼育、福祉、相撲
など分野を越境する作曲家。『千住だ
じゃれ音楽祭』（東京）、『世界のしょう
ない音楽祭』（大阪）、『鳥取銀河鉄道祭』
（鳥取）、『どんどん日田どん!』（大分）な
ど人の交流を創出するプロジェクトを
監修する。著書に『音楽の未来を作曲す
る』（晶文社）ほか。

ヴァイオリニスト、作曲家、イベントプ
ロデューサー。ループやエフェクトを
駆使し、クラシック以外のあらゆる
フィールドで演奏活動を行う。また、
2004年に結成したインストバンド
NABOWAのメンバーとして国内外で
活動中。

音楽

音楽

ダンス

美術

プロジェクト
ディレクター

高宮駅が舞台になる60分。観客はホー
ムを移動しながら鑑賞します。近江の
太鼓文化をもとに、野村誠ディレク
ションで、滋賀のアーティストたちが
交流（＝みんぐる）して創作した新作パ
フォーマンスです（こどもたち登場の
シーンもあります）。

日　　時｜9月18日（月・祝）15:30-16:30
受付は30分前より行います。

開催場所｜近江鉄道「高宮駅」ホーム
（彦根市高宮町）
＊駐車場のご用意はありません。近江鉄
道でご来場ください。＊ホームの移動
に階段がございます。ご不便をおかけし
ますがご了承ください。

定　　員｜50名
料　　金｜無料（要申込）

田辺響 （打楽器奏者）
TANABE Hibiki

出演アーティスト

こどもプログラム

こどもプログラム［美術］［ダンス］は事前日程でも開催

プロジェクトディレクター｜野村誠　
プロジェクトコーディネーター｜野田智子（Twelve Inc.）、永尾美久
フライヤーデザイン｜永尾美久　
主催｜公益財団法人びわ湖芸術文化財団、文化・経済フォーラム滋賀
後援｜滋賀県教育委員会、彦根市、彦根市教育委員会、
　　　近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 
協力｜近江鉄道株式会社、杉本太鼓商、小野町太鼓踊保存会
第53回滋賀県芸術文化祭参加事業

こどもプログラム&ライブパフォーマンス

＊持ち物はコースによって異なります。詳細は、申込完了後に
ご連絡します。＊本プログラムは、ワークショップでの作品づく
り、休憩時間、電車移動、ライブパフォーマンスへの参加が含ま
れたものです。スタッフが安全に配慮して同行します（主催者
が傷害保険に加入します）。

出演アーティストとともに、ライブで
披露するための作品をつくります。そ
の作品がホームの舞台で接続（せつぞ
く）する時、どんな気持ちになるだろ
う？アーティストたちの作品づくりや
驚きのパフォーマンスを間近で感じる
特別プログラムです。

◯音楽コース（2チームに分かれて開催）

音楽は生活と共にあるもの。身近にある素材
や日用品から様々な楽器を作ってみます。音
の特徴を活かした音遊びやアンサンブルを楽
しみ、最後は楽器を持って電車に乗って、
ホームの舞台で演奏します。
日　　時｜9月18日（月・祝）10:00-16:30

（うち15:30-16:30はライブ出演鑑賞時間です）
実施会場｜滋賀県立文化産業交流会館

（米原市下多良2-137）

◯ダンスコース（2日間の開催）

体の動きを感じて、自由に楽しく踊ります。
一人の動き、みんなの動き、布を使った動き
など…。最後にはお客さんに楽しんでもらう
振りをアーティストと一緒に考えます。
日　　時｜9月16日（土）13:00-16:30

9月18日（月・祝）10:00-16:30
（うち15:30-16:30はライブ出演鑑賞時間です）

実施会場｜滋賀県立文化産業交流会館
（米原市下多良2-137）

◯美術コース（別日開催     午前／午後どちらか）

伝統的な日本画材「胡粉（ごふん）」「雲母（き
ら）」「岩絵具」を使って、みんなで模様を描き
ます。仕上がった絵は、ライブ会場に展示、
舞台の一部となります。
日　　時｜9月3日（日）

10:00-12:00/14:00-16:00
（9月18日13:30-16:30はライブ参加時間です）

実施会場｜共同アトリエSoil

（東近江市垣見721-6）

9月18日の 
解散場所

定　　員｜各コース10名程度
＊［美術］は午前／午後各5名ずつ

対　　象｜小学生以上
料　　金｜無料（要申込）
持ち物｜水筒・お弁当・電車の運賃

近江鉄道「高宮駅」（彦根市高宮町）

アートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでも

ライブパフォーマンス

こどもプログラム ライブパフォーマンス

8月27 日（日）締切 9月11日（月）締切

高宮駅ホーム
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2023年
9月18日 月　祝

×地域　アート　電車× こどもプログラム&ライブパフォーマンス
　　　・アーティスツ・みんぐる2023 　ガチャ・コン 音楽祭vol.3

こどもプログラム会場参加費・入場料 ライブパフォーマンス会場

びわ湖

近江鉄道「高宮駅」滋賀県立文化産業交流会館無料（要予約）
音楽 音楽 ダンス 美術 プロジェクトディレクター

プロジェクトコーディネーター｜野田智子（Twelve Inc.）、永尾美久　主催｜公益財団法人びわ湖芸術文化財団、文化・経済フォーラム滋賀
後援｜滋賀県教育委員会、彦根市、彦根市教育委員会、近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 　協力｜近江鉄道株式会社、杉本太鼓商、小野町太鼓踊保存会

2023年
9月18日月　祝

アートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでも

こども
プログラム

参加者募集
さんかしゃぼしゅう

8月27 日（日）締切
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アートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでもアートをあそぶよ、いつまでも
びわ湖・アーティスツ・みんぐる2023 　ガチャ・コン音楽祭vol.3

ど
こ
ま
で
も

ア
ー
ト
を
あ
そ
ぶ
よ
、

ジ
ャ
ン
ル
は
越
え
る
よ
、 い
つ
ま
で
も

ガ
チ
ャ
コ
ン
に
の
っ
て

ア
ー
ト
が
や
っ
て
く
る

ふ
し
ぎ
な
え
き

お
と
・
う
ご
き
・
い
ろ
・
か
た
ち

つ
く
る
は
つ
づ
く

ど
こ
ま
で
も

2023年
9月18日 月　祝

こどもプログラム会場 ライブパフォーマンス会場

近江鉄道「高宮駅」滋賀県立文化産業交流会館 田辺響　山本啓　佐藤健大郎×野田まどか　藤野裕美子　野村誠
音楽 音楽 ダンス 美術 プロジェクトディレクター

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
&
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

プロジェクトコーディネーター｜野田智子（Twelve Inc.）、永尾美久　主催｜公益財団法人びわ湖芸術文化財団、文化・経済フォーラム滋賀
後援｜滋賀県教育委員会、彦根市、彦根市教育委員会、近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 　協力｜近江鉄道株式会社、杉本太鼓商、小野町太鼓踊保存会

問い合わせ先　（公財）びわ湖芸術文化財団 法人本部地域創造部   〒520-0806滋賀県大津市打出浜15-1滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール内
電　話｜077-523-7146 　メール｜biwako-a-mingle33@biwako-arts.or.jp　HP｜https://biwako-mingle.art

▼詳細はこちら
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びわ湖・アーティスツ・
みんぐる

チケット

202310 チケット
取り扱い

土
▶ びわ湖ホールチケットセンター（現金・窓口販売のみ）  
　（10：00～19：00 火曜日休館、休日の場合は翌日 8/13～18は休館）

▶ びわ湖芸術文化財団オンラインチケット   https://biwako-arts.tstar.jp/

一般 3,000円  ｜  24歳以下 1,500円 （消費税10％税込）　
全席自由　［発売日：7月29日（土）］
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主催－公益財団法人びわ湖芸術文化財団、 文化・経済フォーラム滋賀　　後援－滋賀県教育委員会
協力－フィガロホール、古民家カフェSORA、和田神社、京都市立芸術大学現代音楽研究会 club MoCo
第53回滋賀県芸術文化祭参加事業　｜　この公演は、サントリー芸術財団 佐治敬三賞推薦コンサートです。

公益財団法人びわ湖芸術文化財団 地域創造部
〒520-0806   滋賀県大津市打出浜15-1　☎077-523-7146 

お問い合わせ－

シーキューブ

［　　　開場］
15:00

古典と現代音楽の《関》
か ん

vol.

弦楽四重奏　現代音楽

1
の切り口で

近江・滋賀を巡りながら、その風情や土地に根付く伝統の魅力、世界観を探るC³。
初回は大津を舞台に酒井健治が比叡山を描きます。

28 開演
14:30



　音楽を通じて知と感性を刺激し合うような出会いや交流を目的とした地
域アートプロジェクト「びわ湖・アーティスツ・みんぐる」。この新シリーズとし
て、 現代音楽界をけん引する旬の作曲家が、ハイドン以降、完全なる四声
体として作曲技術の根幹をなす「弦楽四重奏」という形態で新しい表現に挑
戦します。

　C³は今年から3年をかけ、古代から交通の要衝であった滋賀の街道沿い
の土地を巡り、毎回開催地にちなんだ新曲を発表。初回は関西出身の世界
で活躍する酒井健治氏に委嘱します。また現代音楽のスペシャリストによる
ルリトラノオ弦楽四重奏団を結成、レジデント・アーティストとして滋賀の魅
力を内外に発信します。

　タイトルの「C³（シーキューブ）」はCurrent×Creation×Composition
の造語。みっつの“C”でクラシック音楽の未来を描きます。全体のテーマは
禅語の《関（かん）》。道のりを歩んでいく過程で様々な関門を通過した先
に開かれる音楽をイメージしてお贈りします。

　プレコンサートでは、現代音楽を研究する京都市立芸術大学現代音楽研
究会 club MoCoの学生も企画に参画。次世代の音楽家と現代音楽の普
及活動を行います。
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酒井健治  〈作曲〉 さかい・けんじ
大阪府出身。京都市立芸術大学卒業後渡仏。パリ国立高等音楽院を最優秀で卒業し、Ircam（フランス国立音響
音楽研究所）にて研究員を務める。作品はリヨン国立管、ルツェルン響、N響、読売日響、レ・ヴァン・フランセなど
によって世界初演されている。武満徹作曲賞第一位、エリザベート王妃国際音楽コンクール大賞、文化庁長官表彰
（国際芸術部門）、芥川作曲賞、ローマ賞、青山音楽賞「青山賞」など受賞多数。また名古屋フィルハーモニー交響楽
団コンポーザー・イン・レジデンス、オーケストラ・アンサンブル金沢コンポーザー・オブ・ザ・イヤーを歴任し、現在
京都市立芸術大学准教授。同大学現代音楽研究会 club MoCo顧問を務める。

亀井庸州  〈ヴァイオリン〉 かめい・ようしゅう
2000年ごろから主に同世代の作品初演を中心に活動を開始。東京音楽大学卒業後、2005年よりベルギー王立リ
エージュ音楽院において、欧州の20世紀音楽や即興演奏を学んだ。2007年より帰国後も引き続き同世代の作品
初演活動に携わる。個人企画のほか、東京オペラシティ音楽財団、サントリー芸術財団、みなとみらいホール等の
主催公演に出演し、内外の作曲家による室内楽、ソロ作品の初演、再演を中心として活動している。作曲者本人と
の共同作業にて初演した作品は100曲を超える。また、尺八においても演奏活動を行なっており、劇伴作品として
NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」などへの音源提供を行なっている。

ルリトラノオ弦楽四重奏団
C³のレジデント・アーティストとして、現代音楽のスペシャリストにより結成された団体。名前の由来は、滋賀県
米原市の伊吹山山頂にのみ自生する「瑠璃色をした虎の尾に似た花の名」から命名。花言葉は「常に微笑みを持って」。

松岡麻衣子  〈ヴァイオリン〉 まつおか・まいこ 
桐朋学園大学音楽学部演奏学科卒業、同大学研究科修了。IEMA（フランクフルト音楽・舞台芸
術大学）にて研鑽を積む。アンサンブル・リネア、アンサンブル・モデルン等の現代音楽演奏団体
で、世界各地の現代音楽祭やコンサートに出演。日本現代音楽協会主催・演奏コンクール「競楽
XI」第2位。近現代作品の演奏を主軸に、17年結成のフィディアス・トリオ（クラリネット・ヴァイオ
リン・ピアノ）での活動、他ジャンルのアーティストのコラボレーションも意欲的に行っている。

安田貴裕  〈ヴィオラ〉 やすだ・たかひろ
東京音楽大学入学後、奨学金を得て州立フロリダ国際大学に入学。帰国後、同時代の作曲家と
共に歩むことを主眼に活動を行ない、川上統氏作曲/ヴィオラと管弦楽のための 「Cybele」の独
奏ヴィオラなどをはじめ、40を上回る作品の初演に携わる。東京オペラシティ主催「コンポージ
アム」シリーズ、サントリーホール主催のポリーニ・パースペクティヴなどにも多く出演している。
これまでに川畠正雄、三戸泰雄、山口裕之の各氏に師事。

竹本聖子  〈チェロ〉 たけもと・せいこ 
福岡県出身。東京音楽大学卒業、同大学院修士課程修了。学生時代から作品発表に数多く参加。
能声楽家 青木涼子による能と現代音楽を掛け合わせたプロジェクトに参加、薬師寺で奉納演奏
を行う。川上統の組曲「甲殻」のCD録音及び世界初演、ゼミソン ダリルによる「河原院」他シリー
ズ、桑原ゆうの無伴奏作品「逢魔が時のうた」改訂世界初演など、ジャンルの垣根を越えた演奏
活動を送っている。「淡座」メンバー、「オーケストラ・トリプティーク」首席奏者。

滋賀県大津市中庄一丁目16-14
フィガロホール
会  場

びわ湖・アーティスツ・みんぐる

か ん

古典と現代音楽の《関》

旧東海道沿いでプレコンサートを開催します

出 演  亀井庸州（ヴァイオリン） 、酒井健治（レクチャー）
　　  京都市立芸術大学現代音楽研究会 club MoCo
料 金　無料 ※①は事前申込制・先着順、ワンドリンク制

詳細は
こちらから

日 時

アクセス ｜ JR琵琶湖線（東海道線）「石山駅」
（京都駅から13分）又は「膳所駅」で京阪電車・
石山坂本線に乗り換え。「中ノ庄駅」より徒歩3分
※当ホールには駐車場がございません。お車で
お越しの際は、市営駐車場をご利用ください。

©
M
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2023年9月24日（日）
①11:30～12:15予定   古民家カフェSORA
②14:00～16:00予定   フィガロホール 
③17:30～18:15予定   和田神社  

膳所城跡
公園

市営
駐車場

P
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道
路

生涯学習センター

創価学会
文化会館
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自
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近江大橋

東海道

　「フローティング・フェイズ」は比叡山をハイキングして着
想された新作になります。いつもは空想や観念から作品の
アイデアを得る事が多いのですが、今回は身体全体で比
叡山を漂うオーラを体感してきました。
　目に見えないイメージを表現するのに音楽という芸術は
とても似合うのではと考えております。是非会場で皆様も
神秘性を体感して頂きたいと考えております。

酒井  健治

C³

2023年10月28日（土） 15：00開演／ 14：30開場

vol.シーキューブ 1







©Ayane Shindo

©Ayane Shindo

角野未来角野未来
ピアノピアノ

２/23
2024

14:00開演
（13:00開場）

木之本スティックホール
●ＪＲ木ノ本駅徒歩約６分／北陸自動車道「木之本 IC」より約２分

一 般 2,000円／18歳以下  1,000円

主催 : 公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団、公益財団法人びわ湖芸術文化財団
後援 : 滋賀県教育委員会、長浜市教育委員会　　協力 : 株式会社しがぎん経済文化センター
問い合わせ：木之本スティックホール　☎0749-82-2411

この事業は（公財）びわ湖芸術文化財団と（公財）長浜文化スポーツ振興事業団が協働で実施しています。

【プレイガイド】

【チケット料金】
（自由席・消費税10％税込） ※未就学児入場不可

RINRIE デザイン

令和５年度滋賀県アートコラボレーション事業令和５年度滋賀県アートコラボレーション事業

山本 英
フルート・リサイタルフルート・リサイタル

滋賀県文化賞・文化奨励賞・次世代文化賞受賞者によるコンサート
Ｃｅｌｅｂｒａｔｉｏｎ2023

滋賀県文化賞・文化奨励賞・次世代文化賞受賞者によるコンサート
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第23回びわ湖国際フルートコンクール・第29回日本木管コンクール第１位
第88回日本音楽コンクール第３位の覇者が

長浜・木之本に初登場

第23回びわ湖国際フルートコンクール・第29回日本木管コンクール第１位
第88回日本音楽コンクール第３位の覇者が

長浜・木之本に初登場

 カミュ /  シャンソンとバディヌリ　

 ユレル /  エオリア

 タイユフェール /フルートとピアノのための
  フォルラーヌ

 メシアン /  黒つぐみ

 メリライネン /  夏の響き

 ラヴェル/ 水の戯れ

 夏田昌和 /  春鶯

 吉松 隆 /  デジタルバード組曲
　　　　　　　　　　　　　　　他

 カミュ /  シャンソンとバディヌリ　

 ユレル /  エオリア

 タイユフェール /フルートとピアノのための
  フォルラーヌ

 メシアン /  黒つぐみ

 メリライネン /  夏の響き

 ラヴェル/ 水の戯れ

 夏田昌和 /  春鶯

 吉松 隆 /  デジタルバード組曲
　　　　　　　　　　　　　　　他

祝 2023年第38回日本管
打楽器コンクール第１位

金
祝

木之本スティックホール ☎ 0749-82-2411（火曜日休館、12/29 ～1/3 は休館）
ローソンチケット ☎ 0570-084-005（Ｌコード：55225）
びわ湖ホールチケットセンター TEL.077-523-7136（現金・窓口販売のみ）
  10:00～19:00/火曜日休館、休日の場合は翌日。12/29,30,1/1～3は休館。
  ただし、チケットセンターは12/30は電話受付のみ、12/31は10:00～17:30営業。

長浜文化芸術会館・浅井文化ホール等

11/23
（木・祝）

チケット発売

（電子チケット）

Program
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山本 英 フルート

やま    もと　   はな

1998年生まれ。千葉県出身。
第21回東京音楽コンクール第3位。第20回東京音楽コンクール入選。
第17回ちば音楽コンクール 全部門最優秀賞。
第17回ショパンコンクールinAsia コンチェルト部門金賞 併せてコン
チェルト賞受賞。同大会プロフェッショナル部門銅賞。
NY カーネギーホールでの演奏会「The Passion of Music 」に出演。
在学中に藝大クラヴィーア賞を受賞し、藝大フィルハーモニア管弦楽
団と共演。
2020年度公益財団法人青山音楽財団奨学生。
大学卒業に際して、アカンサス音楽賞、同声会賞、藝大クラ
ヴィーア賞を受賞。
また、東京交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、千葉
交響楽団、千葉県少年少女オーケストラと共演。
これまでに金子勝子、吉田友昭、有森博の各氏に師事。
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校、東京藝術大
学を経て現在東京藝術大学院音楽研究科在籍。

10歳よりフルートを始める。大津市出身。
第17回 日本フルートコンヴェンションin ふじのくに静岡 ソロ部門第２位。
2018年 第23回 びわ湖国際フルートコンクール 一般部門第1位、併せて武者小路千家賞。
2018年 第29回 日本木管コンクール フルート部門第１位、併せて兵庫県知事賞。
2019年 第88回 日本音楽コンクール フルート部門第３位、および岩谷賞（聴衆賞）受賞。
2023年 第38回 日本管打楽器コンクール フルート部門 第１位 併せて 文部科学大臣賞、
東京都知事賞。
2019年度ヤマハ音楽奨学制度奨学生。
2022年度公益財団法人ロームミュージックファンデーション奨学生。
平和堂財団より 平成27年度 芸術奨励賞(音楽部門)を受賞。
平成30年度 滋賀県次世代文化賞 受賞。
東京藝術大学学部在学時に 令和元年度 宮田亮平奨学金、令和２年度 安宅賞、卒業時に
同声会賞、アカンサス音楽賞を受賞。
これまでに、日本センチュリー交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、藝大フィルハー
モニア管弦楽団と共演。
これまでに、フルートを掛村岳志、太田彩、堀井恵 、大平記子、高木綾子、斎藤和志、柳原佑
介の各氏に師事。
東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校、東京藝術大学音楽学部器楽科フルート専攻を
経て、現在東京藝術大学大学院音楽研究科在籍。

Flute　

Piano角野未来 ピアノ

すみ   の      み   らい

　滋賀県では、1976年（昭和51年）より毎年、文化の高揚に貢献し顕著な功績のある、もしくは文化の向上発展に寄与し将来が期待され

る方々を表彰しています。受賞者の中には、国内外で活躍する演奏家も数多く、まさに滋賀の宝といえます。

　そのアーティストたちによる地元での創造・演奏活動で地域との絆を深め、より躍進する契機となり、地域の音楽文化が元気になるよう

に2019年より始まったのが、「滋賀県文化賞・文化奨励賞・次世代文化賞受賞者によるコンサート」です。

〒529-0425　滋賀県長浜市木之本町木之本1757-6
TEL 0749-82-2411　FAX 0749-82-2413

会場 木之本スティックホール

■電車でお越しの場合
　JR北陸本線「木ノ本駅」から徒歩約６分

■車でお越しの方
　北陸自動車道「木之本IC」から約２分

事務所営業時間／8:30~17:15
休 館 日／火曜日

お車でお越しのお客様へ

駐車場通路が一部工事中のため、国道８号線からの入口が変更になる場合がございます。ご了承ください。
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